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建設工学専攻（土木系）修了生 

土木工学科 卒業生 

土木工学科から皆さんへのメッセージ 

ご卒業おめでとうございます。 

本来であれば、一堂に会して、皆さんの修了、卒業をお祝いし、教職員一同で送り出した

かったのですが、残念ながらそれが叶わず、今回はこのような形で、皆さんにメッセージを

お贈りすることとなりました。 

皆さんは、芝浦工業大学土木工学科を志し、難関を突破して入学され、この度、無事、修

了、卒業を迎えられました。大学４年間、あるいは６年間の中で得た人とのつながり、知識、

経験は皆さんの財産でもあるし、誇りでもあります。大切にすると同時に、更に有意義に活

かしていって欲しいと思います。この大学生活の最後の時期に、今回の東北地方太平洋沖地

震が起きました。これが引き起こした震災の惨状に、悲しみは耐えません。土木構造物であ

る防潮堤は人を救うことができませんでした。鉄道や道路、上下水道などの社会基盤が受け

た甚大な被害は、今もなお住民の生活、復旧活動に支障を与えています。安全で、安心でき

る都市を創ることは、皆さんの使命です。その実現は決して容易ではありませんが、自然を

畏れ、社会の声を聞き、自ら考え、少しでもその実現に向けて、皆で行動していくことが重

要であると思います。我々教員も、ともに行動していく考えです。 

皆さんは、修了あるいは卒業と同時に、修士（工学）あるいは学士（工学）の学位を取得

されました。その証が、本来は一人一人、直接お渡しすることになっていた学位記です。こ

の学位記には皆さんの今後の活躍への期待も込められています。土木技術も適用範囲の拡大

やコスト低減、工期短縮などに向けて日々進化しています。現場においても、その新しい技

術の導入が図られています。大学で学んだ専門知識をベースに、不断の努力を行うことを期

待しています。 

今回は、学科からのメッセージの他に、人生の先輩でもある教職員全員からのメッセージ

も綴ってあります。是非、読んで頂くとともに、学位記と一緒に大切に保存しておいてくだ

さい。そして、つらいとき、悩んだときなど、何かのおりに、読み返して頂ければと思いま

す。きっと、新しい力、勇気などが湧いてくると思います。また、土木工学科の受賞者の一

覧も付けてあります。本来は、卒業式、あるいは、学科の授与式の中で表彰しているのです

が、これもできませんでした。この場を借りて、受賞された方々の弛まぬ努力と行動に対し

敬意の念を伝えたいと思います。心よりおめでとうございます。 

 皆さんは卒業と同時に、土木工学科の同窓会である『白亜会』に入会されます。その白亜

会からのメッセージも同封しました。白亜会では、２年に１回、秋頃に総会を開催していま

すが、今年はその開催年となります。OB、OG とともに皆さんの卒業、修了を改めてお祝い

したいと考えております。ぜひ、ご都合を合わせて、参加してください。この白亜会も、芝

浦工業大学建設工学専攻および土木工学科とともに大切にし、活用して欲しいと思います。 

最後になりますが、皆さんの今後のご活躍とご健勝をお祈りしています。 
 

2011 年 3 月 25 日 
土木工学科  主任 紺野克昭 
建設工学専攻 主任 岩倉成志 












